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志賀町って　どーけー？どーけー？
　２月26日（日）、志賀町文化ホールで「志賀町生涯
学習フェア」が４年ぶりに開催され、小中学生の意
見発表や各団体によるアトラクションが披露され、
大勢の方が来場し、盛り上がりました。
　今回は、功労者表彰受賞者やアトラクションを披
露されたグループの皆さんにお話をお聞きしました。

「いいね！」 ところは？

「もっと　こうし　たら」たら」と思うところは？　
【本日の感想】
久しぶりの舞台で気持ちよく歌
えました。
観客の前で歌えてよかったです。
みんなで楽しく歌う会です。
興味ある方はどうぞ！

コーラス教室の皆さん

【本日の感想】
久々に観客の前で披露でき、たいへ
ん楽しく踊らせていただきました。
また、久々にお化粧もできて嬉し
かったです。

勘実穂富来教室の皆さん

【本日の感想】
緊張しましたが、練習の成果
が発揮でき、楽しかったです。
体だけでなく、脳も一緒に使
うダンスです。年だと言わず、
ぜひ一緒にやりましょう。
レクダンス教室の皆さん
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inin　生涯学習フェ生涯学習フェア

志賀町って　どーけー？志賀町って　
「いいね！」「いいね！」と思う
「もっと　こうし「もっと　こうし　たら」 　

突撃

インタビュー
インタビュー
インタビュー

しかまちの しかまちの 「いいね」「いいね」
・仲間や横のつながりが強いところ。
・みんな仲が良く、思いやりがある。
・人口は少ないがその分仲良くできる。
　都会にはない温かさがある。
・みんな人のために頑張っていると感じる。
・他町と比べて施設が充実している。

しかまちの しかまちの 「もっとこうしたら」「もっとこうしたら」
・地元の保育園、小学校がなくなってさみしいので、跡地を楽しいことにつかってほしい。
・少子高齢化で、各イベントの実施がむずかしくなっており、状況に合わせて工夫した開催を検討してほしい。
・富来地域と志賀地域に差があり、富来地域にも力をいれてほしい。富来のいいところをもっとアピールしてほしい。
・富来地域には桜並木が少なく、シネマチックロードが寂しいので植樹しては。
・小規模でもよいので、富来地域でもっと発表できる機会がほしいです。
・富来地域の児童減少に活路を見出せる施策をお願いします。

【本日の感想】
・めちゃくちゃ緊張した。
・みんな堂々としていて、いい経験になった。
・最後まで自分の意見を伝えられてよかった。
・この経験を糧にこれからも頑張りたい。
小中学生による意見発表会　発表者の皆さん
　　　　宮崎さん、田中さん、東さん、篠田さん
　　　　木村さん、表谷議会広報委員長、畑中さん

【本日の感想】
観客の皆さんを前にステージ
で踊れて嬉しかったです。
フラダンスは健康づくりにも
効果があります。興味ある方
はぜひ一度お越しください。
富来フラダンス教室
　　　　　　　の皆さん

【本日の感想】
地域や周りの皆さんのおかげで授賞
でき、たいへん光栄です。自分の取
組が評価され、皆さんに感謝です。
この授賞を励みに今後も頑張ります。
生涯学習功労者表彰
　　　受賞の皆さん
　小堀さん、森田さん、松村さん、櫻井さん
　中谷さん、間嶋教育長、新田さん

サブテーマサブテーマ
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ソフトソフト事業事業

令和５年４月１日以降に生まれた子ど
もを養育する保護者に15万円の祝金
を給付します。

がん治療などによる外見の変化を補う
補整具などの購入費を助成します。
（補助率1/2、上限２万円）

妊娠届出・出産届出を行った妊婦など
にそれぞれ５万円（合計10万円）の給
付金を給付します。

みらいとうぶに住宅を新築した人への
奨励金を支給します。
※最大500万円までに拡充

万円万円万円万円

万円万円

出産おめでとう祝金
　給付事業

がんアピアランス支援事業

出産・子育て応援給付金
給付事業

みらいとうぶ定住促進
奨励金事業

新規・拡充
サービス

提案理由

議決結果

を審議しました。
件、請願１件、議会議案２件、許可１件を審議しました。（※議決結果はＰ11～ 12参照）

万円万円
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おもな新年度新年度のの

民間、任意団体等が事業主体となり開
催する花火大会に対する補助金です。

企業誘致推進に係る経費です。
・企業立地補助金
・工業団地工場誘致奨励金

トキ放鳥モデルの尊保地区に、江、水
田魚道、水張水田などの整備やトキの
エサとなる生き物の生息状況調査等に
係る経費に対する補助金です。

万円万円

万円万円

万円万円

花火大会支援事業

企業誘致推進事業

トキ生息環境整備
モデル事業

このほか、「エネルギー構造高度化・
転換理解促進事業」として1271万円、
「洪水ハザードマップ作成事業」として
1774万円、「国民文化祭経費」に340
万円、「郷土文学推進事業」に430万円
などが計上されています。

第１回臨時会は１月17日に１日の会期で開かれ、令和４年度補正予算の議案２件
３月定例会は、２月28日から３月17日までの18日間の会期で開かれ、議案30
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ハードハード事業事業 新規・継続

工事
　めながら実施年度の調整が図られています。

※地図上の番号は、赤色赤色が新規､ 黄色黄色が継続の工事となります。

❽ 県営ほ場整備
　 （坪野地区：坪野、岩田、甘田、羽咋市柴垣）

１億8000万円

❺ 県営ほ場整備
　 （熊野西部地区：谷神、三明、中畠、豊後名）
❻ 県営ほ場整備
　 （矢田地区：矢田）

1100万円

6000万円

10 高浜志賀の郷線道路改良 2800万円

11 町道国道旭ヶ丘線融雪設備整備
　 （高浜町地内）
13 町道高浜羽咋線道路改良
　 （高浜町地内）
14 志賀小学校駐車場整備事業

1200万円

1360万円

1903万円

役場

❻❻

1010
13131414
1111

❽❽

❼❼

❺❺

❼ 県営ほ場整備　　　　　１億円
　 （志加浦南部地区：町、安部屋、安部屋営団、上野）

18 県営老朽ため池整備事業　　　　　2200万円
　 （深田の池）

1818
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おもなおもな

新年度新年度のの
厳しい財政状況の中、投資的経費である建設事業費は、緊急性や重要性を見極　　

【注記】・下記の予算額は、国や県の負担分も含んだ金額になります。
　　　・記載した事業は令和５年度の全ての事業ではありません。

❸ 県営ほ場整備
　 （相神地区：相神、中浜、草江、給分、里本江）
❹ 県営ほ場整備
　 （東増穂東部地区：里本江、給分、八幡、八幡座主、中泉）
12 地頭町中浜線融雪設備整備
　 （里本江、給分、相神地内）

7000万円

２億5100万円

2550万円

15 町道小山出線道路改良事業
　 （笹波地内）

1050万円

17 県営老朽ため池整備事業
　 （間谷内上池・小滝上池）

2800万円

16 県営老朽ため池整備事業
　 （小浦池）

7000万円

❶❶
❾❾

1515

❷❷❹❹
1212

❶ 世界一長いベンチ改修事業 2903万円

❾ 領家漁港浚渫工事 1710万円

❷ 先進的海洋センター整備事業
　（スケートボードパークなどの整備に係る経費）　 

５億5528万円

❸❸ 支所

1616

1717
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区　　　分 新年度予算額 （参考）令和４年度 （参考）令和３年度

一 般 会 計 １２２億８０００万円 １２２億７０００万円 １２７億７０００万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 ２２億９８９９万円 ２２億８６９８万円 ２４億６７４８万円

後期高齢者医療 ４億　　　４万円 ３億６３９８万円 ３億３９２２万円

介 護 保 険 ２９億７７０２万円 ３０億３７５０万円 ３０億３３４４万円

診 療 所 １億９６５０万円 ２億　８３６万円 １億７４８４万円

ケーブルテレビ 　－ （令和３年度をもって廃止） ９億２０２６万円

企　

業　

会　

計　

水
道

収益的支出 ５億９２１５万円 ５億９０９７万円 ５億９０８０万円

資本的支出 ９億８８８５万円 ７億７１３８万円 ６億４８２０万円

下
水
道

収益的支出 １１億　５４６万円 １１億１５８５万円 １１億５３４７万円

資本的支出 １２億８５２７万円 １１億１１６５万円 ８億５８４５万円

病
院

収益的支出 １４億４３９２万円 １３億４４４１万円 １２億９８５８万円

資本的支出 ３億２４２１万円 ３億１４６８万円 ２億２３９６万円

合　　　計 ２３８億９２４１万円 ２３４億１５７６万円 ２４４億７８７０万円

【前年度比　4.4％の減】
○ 固定資産税の予算額の推移

※下段の金額は志賀原子力発電所大規模償却
　資産です。

各会計予算額の年度別比較

※各項目の予算額は千円以下を四捨五入しております。全項目の合計と合計欄の額が一致しない場合があります。

※大規模
償却資産

ぎかいのひろば　№ 71
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区　　分 新年度予算額 前年度比 説　　　明

歳　

入　
（
財
源
）

町 税 ４０億６６３５万円 △1.7％ 町民税など皆様からいただく税金

分 担 金 等 ４億６５８２万円 △5.4％ 分担金・使用料・手数料・財産収入など

繰 入 金 ４億４２８０万円 27.3％ 基金（積立金）から繰り入れるお金

地 方 交 付 税 ３３億７０００万円 2.1％ 市町村間の均衡を図るため国から交付されるお金

譲与税・交付金 ７億３５７１万円 4.3％ 一定の基準にしたがって国から交付されるお金

国・ 県 支 出 金 ２５億２６６１万円 1.8％ 国や県から使用目的を特定して交付されるお金

町 債 ６億７２７０万円 △16.6％ 町が事業を行うために借り入れるお金

合　　計 １２２億８０００万円

歳　

出　
（
使
い
み
ち
）

人 件 費 ２０億７７７９万円 △0.1％ 職員の給料や議員報酬などに使うお金

扶 助 費 １１億９４８７万円 △4.3％ 医療費や児童手当などに使うお金

公 債 費 １２億５９２２万円 △6.6％ 町の借金を返済するためのお金

物 件 費 等 ２２億４５２９万円 2.1％ 業務委託・物品購入・施設の維持補修など

補 助 費 ２８億８７１６万円 △1.4％ 補助金・助成金・負担金など

建 設 事 業 費 １４億１０４９万円 4.3％ 道路整備や建物などの建設に使うお金

繰 出 金 等 １２億　５１８万円 8.4％ 特別会計に繰り出しするお金、積立金など

合　　計 １２２億８０００万円

新年度一般会計予算の内訳

新年度予算
    を分析

【財源】 【使いみち】「※」は自主財源（町で集めたお金） 「※」は義務的経費（任意に削れないお金）

※各項目の予算額は千円以下を四捨五入しております。項目の合計と合計欄の額が一致しない場合があります。

各項目の説明は、上段「新年度一般会計予算の内訳」の説明欄をご参照下さい。

ぎかいのひろば　№ 71
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みらいとうぶ定住促進奨励金事業
　　　　　　　　 ‥‥ 2342万円

（概要）
みらいとうぶで住宅を新築した方への奨励金及び広告料
・転入者：上限額400万円、町内在住者：上限額260万円

出産おめでとう祝金給付事業 ‥‥ 900万円

（概要）
令和5年4月1日以降に生まれた子どもに対して
祝金を給付するもの
・１人当たり150,000円を現金で支給

トキ生息環境整備モデル事業 ‥‥ 200万円

（概要）
トキ放鳥モデル地区で、江、水田魚道、水張水田
などの整備や、トキのエサとなる生き物の生息状
況調査等に係る経費への補助金
・対象地区：尊保地区

世界一長いベンチ改修事業 ‥‥ ２903万円

（概要）
世界一長いベンチ改修工事に係る経費
・座面改修・解体、展望台移設、看板更新工事

先進的海洋センター整備事業
　　　　　　　　 ‥‥ ５億5528万円

（概要）
富来地域のにぎわい創出を図るため、ニュース
ポーツ場（スケートボードパーク等）整備事業に
係る実施設計及びフラットエリア整備費、設計委
託料、監理委託料、工事請負費、周辺施設土地購
入費、備品購入費

・若者の移住定住は町の発展に大切。
　一般的な住宅建築費に対して上限
額が高過ぎるのでは。

（50代　女性）
・みらいとうぶだけでなく、地元地
域で若者が改築する場合への支援
も必要では。（40代　男性）

・子育て資金だけでなく、働ける場所の
確保を最優先しなければ効果が出にく
いのでは。（50代　男性）

・まとまって給付も助かるが、１か月に
１万円ずつ給付でも良いのでは。

（50代　女性）

・本事業の今後の展開は。
　農業振興？観光？（40代　男性）
・労働力不足が懸念されるが、町内外か
ら呼び込む施策も必要では。

（50代　男性） 
・200万円で整備可能？（40代　男性）

聞かせてください！聞かせてください！

あなたあなたのの 声声議案や町の事業について、町民
の皆さんからご意見を伺います。

・ベンチからの眺望は、他にはない。
景色を見ながらくつろげるカフェ
など併設しては。（50代　男性）
・テレビでも目にする町の観光名所
であり、改修が必要。
　世界一じゃないのに、名称はこれ
で良い？（50代　女性）

・若者や子供が興味を持っているスポー
ツなので、ぜひ整備してほしい。

（50代　女性）
・富来地域の賑わいになることを期待し
ます。カフェ、シミュレーションゴル
フ、室内遊具、教室など、子どもだけ
でなく大人も含めて集える場所になっ
てほしい。天候が悪い北陸を逆手に
とった施設として期待します。

（40代　男性）

令和５年度予算について令和５年度予算について

ぎかいのひろば № 71
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第第 １１ 回回 臨臨 事事 会会

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
１

令和４年度一般会計補正予算（第７号）… 歳入では、国の補正予算に伴う国庫補助金等の増
額及び追加のほか、ふるさと納税寄附金の増額を見込むなど、所要額を補正。歳出では、国の補正予
算を受け、出産・子育て応援給付金事業として、妊娠期から出産・子育てまでの一貫した相談支援と、
妊娠届出時と出生届時にそれぞれ５万円を支給する経済的支援を一体的に実施するための費用のほ
か、町道融雪設備整備事業では、高浜町地内において、電気設備、消雪配管工事を早期に実施し、事
業の進捗を図るため、所要額を補正。
　補正額：6853万円　　　予算額：134億7429万円

可決
賛13　反0

２ 令和４年度下水道事業会計補正予算（第２号）… 所要額を補正。

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
３

令和４年度一般会計補正予算（第８号）… 歳入では、調定見込による町民税、軽自動車税、
市町村たばこ税をはじめ、国の補正予算に伴う国庫補助金や補正予算債、追加交付による普通交付税
を増額する一方で、事業費の確定見込による国・県支出金、基金繰入金を減額し、歳出では、国の補
正予算に伴う県営ほ場整備事業や担い手確保・経営強化支援事業のほか、光熱費の高騰に伴うアクア
パーク「シ・オン」の指定管理料、公共施設等整備基金積立金を増額する一方で、各事業の精算見込に
よる事業費の減額を主として、所要額を補正するもの。
補正額：8391万円　　　予算額：135億5820万円

可決
賛13　反0

４～９ 令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）～町立富来病院事業会計補正予
算(第２号)… 所要額を補正。

10 個人情報保護法施行条例… 既存条例を廃止し、新たに条例を制定。 可決
賛12　反111 情報公開及び個人情報保護審査会条例… 新たに同審査会の設置を定める条例を制定。

12 犯罪被害者等支援条例… 条例を制定。

可決
賛13　反0

13 防災センター条例の一部を改正する条例… 所要の改正。
14 交流センター条例及び体育施設条例の一部を改正する条例… 所要の改正。
15 地域コミュニティセンター条例の一部を改正する条例… 所要の改正。
16 保育所条例の一部を改正する条例… 今年度末をもって中甘田保育園を廃止するため、所要の改正。

17 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例… 所要の改正。

18 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例… 所要の改正。

19 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例… 所要の改正。

20 国民健康保険条例の一部を改正する条例… 所要の改正。
21 国民健康保険税条例の一部を改正する条例… 所要の改正。
22 給水条例の一部を改正する条例… 所要の改正。

23 「工事請負契約の締結について」の議決の一部変更（上棚出橋橋梁補修工事）… 契約金
額に436万1500円を増額し、6120万4000円に変更。

24 財産の取得「除雪トラック」… 除雪トラックを購入するにあたり、ＵＤトラックス株式会社 金
沢カスタマーセンター　カスタマーセンター長　村上　和也から3168万円で取得。

25 令和５年度一般会計予算… ４から９ページを参照。 可決
賛11　反2

第１回臨時会

３月定例会

３３月月 定定 例例 会会 議議決決 結結果果
※議長は採決に加わりません。
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議案に
対する討論 討論とは、議案や請願に対し、議員が自己の賛否の意見を表明し、その理由

を述べて他の議員を自己の意見に賛同させることを目的とする発言です。

12

議案番号 議案名と主な内容　（議案名は一部省略してあります） 議決結果

議案
26～ 32 令和５年度国民健康保険特別会計～町立富来病院事業会計予算 … 8ページを参照。 可決

賛13　反0

請願
１

「安全保障３文書」閣議決定の撤回を求める意見書採択を求める請願 … 「安保3文書」の
重大な問題と、歴史的岐路に立つ重大な選択を国民に諮ることなく、国会の議論を経ずに閣議決定し
たことは、到底容認できるものでなく、直ちに撤回を求める。　　
提出者：石川県平和委員会　事務局長　柴原　和美 氏　　紹介議員：中谷　松助 議員

不採択
賛２　反11

発委
１ 議会の個人情報の保護に関する条例 … 新たに条例を制定。 可決

賛12　反１

発議
１

ウクライナからのロシア軍の即時撤退と速やかな平和の実現を強く求める意見書
 … 日本国政府に対して、ロシア軍の即時撤退とウクライナ・ロシア両国に在留する邦人の安全確保
に全力を尽くすとともに、ウクライナに対する人道支援、避難民支援に尽力することを要望する。
提出者：表谷　茂浩 議員　　賛成者：久木　拓栄 議員、冨澤　軒康 議員

可決
賛13　反0

その他
１ 議員の辞職許可 …稲岡 健太郎 議員

許可
賛12　反0
※除斥１

※議長は採決に加わりません。

中谷 松助 議員
議案第10・11号　保護規制の緩和や目的外利用などが懸念され、新しい個人情報保護法等
の施行を背景としたものであり、反対する。
議案第25号 志賀原子力発電所環境安全対策協議会への補助金及び、町独自の学力テスト
の費用が含まれている。また、コロナ禍の折、ニュースポーツ場を整備ではなく、くらし・
福祉・子育てなど、生活や生業への支援が優先されるべきあり、反対する。
請願第１号　「安保３文書」の重大な問題と、戦争か平和かの歴史的岐路に立つ、重大な選択
を国民に諮ることなく、国会での議論を経ずに閣議決定したことを容認できず、撤回を求
めるため、賛成する。

寺井　強 議員
議案第25号　従来から更に充実した若者の移住・定住と子育て支援、積極的な社会資本整
備と産業振興が盛り込まれている。また、地域の賑わい創出と交流人口拡大を目的とした
先進的海洋センター整備事業も盛り込まれており、志賀町全体にも大きく波及する一大プ
ロジェクトと期待するものであり、賛成する。

３３月月 定定 例例 会会 議議決決 結結果果

議会表彰条例に基づき、議員として
20年以上在職した冨澤　軒康議員
が授賞されました。
　※平成14年12月２日初当選
　　（通算６期目）
【授賞者の一言】
本日の栄誉を契機とし、
町政発展のため、より一
層精進いたします。

永年在職議員表彰永年在職議員表彰 原子力発電所対策特別委員会
　

３
月
15
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

北
陸
電
力
か
ら
、
３
月
３
日
に
原
子

力
規
制
委
員
会
か
ら
「
活
断
層
で
は

な
い
」
と
判
断
さ
れ
た
断
層
審
査
の

経
過
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
丁

寧
に
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て

対
応
を
期
待
い

た
し
ま
す
。
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（14ページ）

（15ページ）

（16ページ）

（17ページ）

（18ページ）

（19ページ）

１　マスクの方針について
２　町とマッチングアプリの連携について
３　みらいとうぶの行政区としての課題について

１　有機農業の推進について
２　ヤングケアラーの実態と対応策について

１　堀松「緑ヶ丘地区」再開発について
２　志賀町観光協会への支援について

１　有機栽培・環境保全型の栽培への転換と、学校給食への導
入について

２　コウノトリ飛来の対応について
３　風力発電計画について
４　福島原発事故の被災地視察について

１　政府の原発回帰大転換を問う
２　小中学生の給食費完全無償化を
３　補聴器助成で聞こえのバリアフリー化を
４　県道 49号、51号線の全面拡幅化を
５　広域的断水時は町内入浴施設の開放も視野に

１　子育て支援施策について
２　スポーツによる交流人口の拡大について
３　若者の移住定住と空き家対策について

町政を問う！町政を問う！
【一般質問とは】
議員が町政一般について、報告や説明を
求めたり、質問することをいいます。

福田　晃悦　議員

林　　一夫　議員

南　　正紀　議員

堂下　健一　議員

中谷　松助　議員

稲岡 健太郎　議員

ぎかいのひろば № 71
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一般質問

６氏６氏がが登壇登壇

ぜひ、動画を
ご覧ください。



14

福
田

　

今
月
の
13
日
か
ら
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
の
マ
ス
ク
着
用

は
「
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
」

と
の
指
針
が
示
さ
れ
た
が
、
町

民
へ
の
周
知
や
対
応
を
問
う
。

町
長
・
教
育
長

町
行
政
施
設
の
対
応
は
、
役

場
と
富
来
支
所
の
職
員
及
び
来

庁
者
に
は
、
国
の
指
針
に
基
づ

き
、
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を

講
じ
な
が
ら
、
原
則
と
し
て
、

個
人
の
判
断
と
す
る
。
例
外
と

し
て
、
病
院
等
の
職
員
は
、
引

き
続
き
着
用
と
し
、
来
院
者
に

も
着
用
を
お
願
い
す
る
。

　

保
育
園
等
で
は
、
担
当
医
師

等
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
感

染
対
策
が
必
要
な
場
合
は
、
職

員
や
園
児
に
着
用
を
お
願
い
す

る
。

　

学
校
で
は
、
４
月
１
日
か
ら

「
学
校
教
育
活
動
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
着
用
を
求
め
な
い
」

と
す
る
方
針
が
示
さ
れ
て
お

り
、
文
部
科
学
省
や
県
の
通
知

を
受
け
、
新
学
期
ま
で
に
本
町

の
対
応
を
決
定
し
、
学
校
及
び

保
護
者
に
周
知
す
る
。

運
用
を
開
始
す
る
。

　

町
で
は
、
町
内
だ
け
で
の

マ
ッ
チ
ン
グ
は
困
難
な
こ
と
か

ら
、
今
後
は
、
全
県
的
な
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
「
あ
い
き
ゅ
ん
」

の
周
知
・
登
録
に
力
を
入
れ
、

利
用
促
進
の
た
め
の
助
成
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

福
田

　

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
と
連
携

し
て
出
会
い
の
場
の
後
押
し
を

進
め
る
自
治
体
が
で
て
き
て
お

り
、
本
町
で
も
検
討
を
進
め
る

べ
き
。

ふ
る
さ
と
創
生
室
長

　

石
川
県
で
は
、
結
婚
支
援
の

一
環
と
し
て
、
３
月
21
日
か
ら

結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
シ
ス
テ

ム
サ
イ
ト
「
あ
い
き
ゅ
ん
」
の

福田　晃悦　議員

マスクの方針を問う

原則、個人の判断に委ねる 町長

マ
ッ
チ
ン
グ
ア
プ
リ
の
連
携

　
　
　
　
　

検
討
を
進
め
る
べ
き

全
県
的
な
シ
ス
テ
ム
「
あ
い
き
ゅ
ん
」

を
利
用
促
進
す
る

ふ
る
さ
と
創
生
室
長

そ
の
他
の
質
問

福
田

　

み
ら
い
と
う
ぶ
の
行
政
区
と

し
て
の

①
自
治
組
織
と
し
て
の
運
営
機

能②
住
民
の
自
治
意
識
の
促
進

③
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上

④
地
域
活
動
の
活
性
化

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
集
会
）
施

設
を
聞
く
。

総
務
課
長

　

①
②
は
、
他
の
区
と
同
様
の

地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
聞

く
。

　

③
④
は
、
同
じ
学
校
に
通
学

し
て
い
る
保
護
者
同
士
な
ど
、

家
庭
間
で
の
交
流
が
あ
る
。

　

⑤
は
、
助
成
制
度
を
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

いしかわ結婚支援センターが運営する
「あいきゅん」会員専用Ｗｅｂサイト 
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農
林
水
産
課
長

①
国
も
予
算
を
確
保
し
、
事
業
を

推
進
し
て
お
り
、
今
後
、
拡
大
し

て
い
く
と
考
え
る
。

②
国
の
有
機
農
業
の
技
術
の
確
立

状
況
を
注
視
し
、
ト
キ
の
放
鳥
受

入
に
向
け
た
気
運
の
醸
成
を
図
り

な
が
ら
、
県
、
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し

て
、
普
及
・
啓
発
を
推
奨
し
て
い

く
。

④
能
登
地
域
ト
キ
放
鳥
受
入
推
進

協
議
会
で
方
針
が
検
討
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
検
討
状

況
を
踏
ま
え
、
国
や
県
、
各
種
団

体
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
慎
重
に

協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
長

③
安
定
供
給
や
品
質
確
保
な
ど
の

体
制
が
整
え
ば
、
利
用
を
検
討
し

た
い
。
ま
ず
は
給
食
ウ
イ
ー
ク
な

ど
の
一
時
的
な
利
用
を
Ｊ
Ａ
志
賀

や
関
係
事
業
者
の
意
見
も
参
考
に

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

林
　

日
常
的
に
家
族
の
世
話
に
あ

た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど

も
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
町

の
実
態
と
町
の
対
応
策
を
聞
く
。

町
長

　

現
在
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と

思
わ
れ
る
小
・
中
・
高
生
を
６

名
把
握
し
て
お
り
、
志
賀
町
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

で
、
ケ
ー
ス
別
に
職
員
や
保
健

師
等
が
家
庭
訪
問
や
面
談
等
を

実
施
し
て
支
援
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
で
の
普
段
の
様

子
か
ら
可
能
性
が
あ
る
児
童
生

徒
を
１
名
確
認
し
て
お
り
、
関

係
機
関
と
協
力
し
て
家
庭
訪

問
や
声
掛
け
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。

　

今
後
も
、
様
々
な
分
野
が
連

携
し
、
積
極
的
に
対
象
者
に
必

要
な
支
援
や
情
報
を
届
け
る
な

ど
の
心
の
通
っ
た
支
援
が
重
要

と
考
え
、
志
賀
町
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
、
配
慮
が
行
き

届
い
た
施
策
を
検
討
し
て
い

く
。

有
機
農
業
の
推
進
を
問
う

県
、
Ｊ
Ａ
と
も
連
携
し
て

普
及
・
啓
発
を
推
奨
す
る
農
林
水
産
課
長

ヤングケアラーの実態と対応策を聞く

配慮が行き届いた施策を検討していく 町長

林　　一夫　議員

林①
有
機
農
業
の
優
位
性
が
顕

在
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
認

識
は
。

②
農
業
従
事
者
や
新
規
就
農

希
望
者
等
に
有
機
農
業
を
推

奨
す
べ
き
だ
が
、
方
針
と
現

状
は
。

③
有
機
栽
培
の
米
や
野
菜
を

学
校
給
食
・
保
育
園
給
食
に

利
用
す
べ
き
だ
が
、考
え
は
。

④
ト
キ
の
放
鳥
に
向
け
て
の

取
組
と
有
機
農
業
の
推
進
、

環
境
保
全
計
画
は
。
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石川県が実施したアンケート結果（抜粋） ※調査期間：令和４年６月20日から 7月 20日
【
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
】

　

本
来
大
人
が
担
う
と
想
定

さ
れ
て
い
る
家
事
や
家
族
の

世
話
な
ど
を
日
常
的
に
行
っ

て
い
る
こ
ど
も
の
こ
と
。
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南
　

現
在
、
緑
ヶ
丘
地
区
の
町
営
堀

松
住
宅
は
、
政
策
空
き
家
と
し
て

入
居
停
止
状
態
に
あ
る
。
将
来
的

に
は
取
り
壊
し
と
な
る
と
考
え
る

が
、
跡
地
を
定
住
促
進
住
宅
地
と

し
て
再
開
発
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
緑
ヶ
丘
地
区
は
交
通
の

要
衝
で
あ
り
、
旧
志
賀
中
学
校
跡

地
へ
の
企
業
誘
致
な
ど
と
合
わ
せ

て
再
開
発
へ
の
考
え
を
問
う
。

町
長老

朽
化
に
よ
り
将
来
的
に
は
全

て
の
建
物
を
解
体
す
る
予
定
だ

が
、
長
屋
形
式
で
あ
る
た
め
、
一

棟
毎
に
全
員
が
退
去
す
る
ま
で
は

解
体
で
き
ず
、
入
居
者
に
は
50
か

ら
60
歳
代
の
方
が
多
く
、
解
体
に

至
る
ま
で
に
は
時
間
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
間
は
修
繕
等
に
よ
り
適

切
に
管
理
し
て
い
く
。

　

定
住
促
進
住
宅
地
整
備
は
、
み

ら
い
と
う
ぶ
の
造
成
を
順
次
計
画

し
て
お
り
、
堀
松
住
宅
の
解
体
後

の
跡
地
利
用
は
、
今
の
と
こ
ろ
考

え
て
い
な
い
。

　

旧
志
賀
中
学
校
跡
地
の
利
活
用

は
、
企
業
誘
致
に
限
ら
ず
、
幅
広

く
検
討
し
て
い
く
。

南　　正紀　議員

堀松「緑ヶ丘地区」再開発を問う

今のところ考えていない 町長

人
流
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
最
先
端
な
シ
ス
テ
ム
に
て

　

志
賀
町
観
光
協
会
へ
の
支
援
を

国
が
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

支
援
し
な
が
ら
施
策
を
講
じ
て
い
く

商
工
観
光
課
長

広
域
デ
ー
タ
連
携
基
盤
の
活
用

を
見
据
え
て
新
た
な
来
訪
者
の

取
込
み
施
策
や
地
域
経
済
循
環

の
分
析
を
検
討
し
て
い
く
。

　

今
後
も
地
域
活
性
化
起
業
人

と
派
遣
元
の
日
本
旅
行
な
ど
と

連
携
・
連
絡
を
密
に
行
い
、
観

光
客
が
求
め
る
観
光
地
域
、
嗜

好
や
動
向
を
把
握
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
発
信
の
し
や
す
い
環
境
整
備

な
ど
、
同
協
会
を
支
援
し
つ
つ

施
策
を
講
じ
て
い
く
。

南
　

福
井
県
坂
井
市
で
は
、「
坂

井
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
戦
略
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
県
と
の
連

携
を
強
化
し
た
。

　

そ
の
後
、
近
年
で
は
情
報
収

集
に
人
流
統
計
サ
ー
ビ
ス
「
全

国
う
ご
き
統
計
」
を
使
用
し
て

い
る
。
目
的
地
は
ど
こ
か
、
そ

の
移
動
経
路
・
移
動
手
段
等

の
正
確
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
、

観
光
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
一
役

買
っ
て
い
る
。

　

本
町
も
、
こ
の
よ
う
な
先
進

的
な
取
組
が
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
観
光
協
会
に
対
し
て
も
更

な
る
支
援
が
で
き
な
い
か
、
考

え
を
問
う
。

商
工
観
光
課
長

　

国
が
提
供
し
て
い
る
地
域
経

済
分
析
シ
ス
テ
ム（
リ
ー
サ
ス
）

を
活
用
し
た
情
報
収
集
と
令
和

５
年
度
よ
り
整
備
さ
れ
る
県
の

人の流れなどを分析するシステム「リーサス」
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堂下　健一　議員

堂
下

　

今
後
の
原
子
力
発
電
政
策

を
考
え
る
上
で
、
被
災
地
の

現
場
と
被
害
者
の
置
か
れ
た

環
境
な
ど
を
実
感
す
べ
く
、

福
島
原
発
事
故
被
災
地
を
視

察
す
べ
き
と
思
う
が
、
考
え

を
聞
く
。

町
長

　

被
災
地
が
一
日
も
早
く
復

興
す
る
た
め
、
原
因
者
で
あ

る
事
業
者
は
勿
論
の
こ
と
、

国
が
前
面
に
立
っ
て
行
っ
て

い
る
除
染
作
業
や
廃
炉
作

業
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
は
じ
め
、
再
び
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
医

療
・
福
祉
・
介
護
施
設
等
の

復
興
が
日
々
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
か
、
常
に
関
心
を

寄
せ
て
い
る
。

　

原
発
立
地
町
の
長
と
し
て
、

自
分
の
目
で
現
在
の
原
発
被

災
地
の
状
況
を
確
か
め
て
み

た
い
と
考
え
る
。

有
機
栽
培
・
環
境
保
全
型
の
栽
培
へ
の

転
換
と
、
学
校
給
食
へ
の
導
入
を
問
う

モ
デ
ル
地
区
の
５
割
低
減
栽
培
を
サ
ポ
ー
ト
し

　

徐
々
に
広
げ
る
よ
う
取
り
組
む

農
林
水
産
課
長

福島原発事故の被災地視察を問う

自分の目で現在の状況を確かめてみたい　 町長

農
林
水
産
課
長

５
割
低
減
栽
培
へ
の
移
行
は

収
量
が
減
る
問
題
だ
け
で
は
な

く
、負
担
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
、

ま
ず
は
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
５

割
低
減
栽
培
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

他
の
地
区
で
そ
の
取
組
面
積
を

徐
々
に
増
や
し
て
い
け
る
よ

う
、
ブ
ラ
ン
ド
化
や
販
路
開
拓

を
は
じ
め
、
販
路
が
定
着
す
る

ま
で
の
取
組
へ
の
支
援
な
ど
、

国
や
県
、
関
係
団
体
と
も
連
携

し
な
が
ら
、取
り
組
ん
で
い
く
。

教
育
長

現
段
階
で
は
、
学
校
給
食
に

お
け
る
必
要
食
材
数
量
を
揃
え

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
聞
い

て
お
り
、
ま
ず
は
給
食
ウ
イ
ー

ク
な
ど
の
一
時
的
な
利
用
が
望

ま
し
く
、
Ｊ
Ａ
志
賀
や
関
係
事

業
者
の
意
見
も
参
考
に
検
討
す

る
。

堂
下

　

今
回
の
ト
キ
放
鳥
受
け
入
れ

モ
デ
ル
地
区
設
定
の
機
会
を
と

ら
え
、
全
町
的
に
取
り
組
め
る

地
区
か
ら
順
次
、
有
機
栽
培
・

環
境
保
全
型
農
法
に
転
換
を
図

る
べ
き
。

　

併
せ
て
、
学
校
給
食
に
１
０

０
％
有
機
栽
培
食
物
を
提
供
へ

の
考
え
を
聞
く
。

そ
の
他
の
質
問

堂
下

　

今
年
も
稗
造
地
区
で
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
対
応
を
聞
く
。

農
林
水
産
課
長

　

ト
キ
放
鳥
に
向
け
た
取
組
と
同

様
に
国
や
県
、
各
種
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
対
応
し
て
い
く
。

堂
下

　

地
域
の
同
意
を
得
ら
れ
て
い
な

い
風
力
発
電
建
設
は
撤
退
を
促
す

べ
き
。
風
力
発
電
と
ト
キ
や
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
の
共
存
は
あ
り
得
な
い
。

環
境
安
全
課
長

　

風
力
発
電
は
町
内
の
街
並
み
を

一
変
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
景
観

へ
の
影
響
を
大
変
危
惧
し
て
い

る
。
自
治
体
首
長
が
法
的
に
規
制

す
る
権
限
は
な
い
が
、
ト
キ
の
放

鳥
を
目
指
す
里
地
に
影
響
が
な
い

よ
う
、
地
域
住
民
の
意
見
を
踏
ま

え
、
知
事
に
対
し
て
意
見
を
述
べ

て
い
く
。
事
業
者
に
は
丁
寧
で
分

か
り
や
す
く
説
明
す
る
よ
う
要
請

し
て
い
く
と
共
に
、
地
域
住
民
の

意
見
を
十
分
に
く
み
取
る
よ
う
求

め
て
い
く
。
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中谷　松助　議員

中
谷

　

地
震
・
津
波
国
に
お
い
て
、

福
島
第
一
原
発
大
事
故
の
反
省

な
き
国
の
原
発
回
帰
大
転
換
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
を

問
う
。

町
長

　

閣
議
決
定
さ
れ
た
「
Ｇ
Ｘ

（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
脱
炭
素
電
源
法

案
」
の
方
針
に
は
、
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

の
反
省
と
教
訓
を
一
時
た
り
と

も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、「
安
全

神
話
か
ら
の
脱
却
」
を
不
断
に

問
い
直
し
、
規
制
の
充
足
に
と

ど
ま
ら
な
い
自
主
的
な
安
全
性

の
向
上
、
事
業
者
の
運
営
・
組

織
体
制
の
改
革
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
自
治
体
等
の
支
援

や
避
難
道
の
整
備
な
ど
、
防
災

対
策
の
不
断
の
改
善
等
に
よ
る

立
地
地
域
と
の
共
生
、
国
民
各

層
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
深
化
・
充
実
等
に
、
国
が
前

面
に
立
っ
て
取
り
組
む
方
針
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後
と

も
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

中
谷

　

安
心
し
て
子
育
て
を
行
う
に

は
、
一
人
目
か
ら
し
っ
か
り
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
町
に
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

小
中
学
生
の
給
食
完
全
無
償

化
を
求
め
る
。

教
育
長

　

本
町
の
給
食
費
は
、
県
内
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
安
さ
と

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
多

子
世
帯
の
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か

ら
第
２
子
以
降
の
給
食
費
を
無

償
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
18
歳
ま
で
の
子

ど
も
医
療
費
の
無
料
化
や
「
出

産
祝
金
」、第
３
子
以
降
の
「
多

子
世
帯
入
学
祝
金
」、
ひ
と
り

親
家
庭
等
へ
の
「
児
童
入
学
支

度
金
」
な
ど
の
交
付
に
加
え
、

令
和
５
年
度
か
ら
「
出
産
お
め

で
と
う
祝
金
給
付
事
業
」
と
し

て
１
人
当
た
り
15
万
円
を
支
給

す
る
な
ど
、
県
内
屈
指
の
手
厚

政府の原発回帰大転換を問う

国の動向を注視していく 町長

小
中
学
生
の

　
　

給
食
費
完
全
無
償
化
を

実
施
す
る
予
定
は
な
い

教
育
長

そ
の
他
の
質
問

中
谷

　

加
齢
性
難
聴
に
補
聴
器
助

成
で
、
聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
を
。

健
康
福
祉
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
町
独
自

の
制
度
創
設
の
考
え
は
な
い
。

中
谷

　

県
道
49
号　

深
谷
・
中
浜

線
、
51
号　

輪
島
・
富
来
線

の
全
面
拡
幅
化
を
。

ま
ち
整
備
課
長

地
域
防
災
等
の
観
点
か
ら

重
要
な
道
路
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
２

車
線
改
良
を
要
望
し
て
い
く
。

中
谷広

域
的
断
水
時
は
町
内
入

浴
施
設
の
開
放
も
視
野
に
。

環
境
安
全
課
長

　

広
域
的
な
断
水
時
で
は
、

飲
料
水
が
優
先
で
あ
り
、
町

内
入
浴
施
設
の
開
放
は
難
し

い
と
想
定
さ
れ
る
が
、
長
期

的
な
場
合
は
施
設
の
被
災
状

況
も
踏
ま
え
、
対
応
を
検
討

す
る
。

い
支
援
を
展
開
す
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
帯
を
経
済
的
に
支
援

し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
他
の
子
育
て

支
援
事
業
へ
の
活
用
も
考
慮

し
、
今
の
と
こ
ろ
実
施
す
る
予

定
は
な
く
、
義
務
教
育
と
い
う

観
点
か
ら
、
本
来
、
国
で
措
置

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
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そ
の
他
の
質
問

稲
岡

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い

て①
町
の
出
生
数
・
出
生
率

の
推
移
と
、
推
計
し
た
数

字
と
の
比
較
を
問
う
。

②
継
続
的
な
経
済
支
援
策

へ
の
考
え
は
。

③
子
育
て
政
策
の
明
確
な

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
す
べ

き
で
は
。

子
育
て
支
援
課
長

①
令
和
４
年
度
は
、
65
人

を
見
込
む
が
、
平
成
28
年

度
の
１
０
５
人
と
比
較
し

て
38
％
の
減
少
と
な
る
。

②
場
面
に
応
じ
た
支
援
を

タ
イ
ム
リ
ー
に
行
っ
て
い

る
。

③
第
２
期
志
賀
町
子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
は
、

保
護
者
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
意
見
を
参
考
に
し
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
、
希
望
が
か
な
え
ら

れ
る
計
画
を
策
定
す
る
。

稲岡　健太郎　議員
生
涯
学
習
課
長

①
令
和
３
年
11
月
、
若
手
職
員

を
中
心
に
「
と
ぎ
道
の
駅
周
辺

エ
リ
ア
開
発
基
本
計
画
策
定

検
討
委
員
会
」
を
設
立
し
、
ソ

フ
ト
事
業
の
展
開
も
含
め
協
議

を
進
め
て
い
る
。

②
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
競
技
を
メ

イ
ン
と
し
た
屋
根
付
き
で
、
通

年
利
用
可
能
と
な
る
施
設
と
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
目
的
に
使
用

で
き
る
フ
ラ
ッ
ト
エ
リ
ア
を
整

備
し
、
他
県
施
設
と
の
差
別
化

を
目
指
す
。

　

ま
た
、
増
穂
浦
を
含
め
た
道

の
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
と
合

わ
せ
て
誘
客
促
進
を
図
る
。

③
令
和
５
年
は
フ
ラ
ッ
ト
エ
リ

ア
の
整
備
に
２
億
３
５
０
０
万

円
を
計
上
す
る
。
施
設
利
用
者

は
、
３
万
人
を
見
込
み
、
約
３

千
万
円
の
経
済
効
果
を
見
込

む
。

④
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
鑑
定

価
格
に
よ
り
購
入
す
る
も
の
で

あ
り
、
適
正
か
つ
妥
当
な
金
額

で
あ
る
。

稲
岡
（
再
）

　

行
政
負
担
を
あ
る
程
度
見
込

ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
①

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
試
算
、

②
購
入
す
る
土
地
の
面
積
と
単

価
を
聞
く
。

生
涯
学
習
課
長
（
再
）

①
現
段
階
で
詳
細
な
金
額
は
把

握
し
て
い
な
い
。

企
画
財
政
課
長
（
再
）

②
こ
の
整
備
を
契
機
に
、
懸
案

で
あ
っ
た
賃
借
地
解
消
の
た

め
、
支
所
や
道
の
駅
な
ど
を
含

め
、一
括
で
購
入
す
る
も
の
で
、

面
積
は
５
万
７
６
０
０
㎡
あ
ま

り
で
あ
る
。

　

坪
単
価
は
平
均
で
１
万
５
０

０
０
円
前
後
で
あ
る
。

稲
岡

　

新
た
な
住
宅
団
地
に
若
者
の

移
住
定
住
が
増
え
れ
ば
増
え
る

ほ
ど
、
町
内
に
空
き
家
が
増
加

し
て
い
る
現
状
に
対
し

①
新
築
住
宅
・
中
古
住
宅
の
取

得
を
促
進
す
る
施
策
は
、
新
築

に
重
き
を
置
き
す
ぎ
て
い
な
い

か
。

②
老
朽
危
険
空
き
家
等
除
却
事

業
の
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
要

件
緩
和
を
問
う
。

町
長

①
中
古
住
宅
の
取
得
を
促
進
す

る
施
策
と
し
て
、
移
住
者
に
対

し
て
は
、
最
大
１
０
０
万
円
の

「
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
再
生
等

助
成
事
業
」を
創
設
し
て
い
る
。

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」
で

は
、
賃
貸
、
売
買
で
39
件
の
契

約
に
至
っ
て
お
り
、
中
古
住
宅

の
取
得
促
進
に
繋
が
っ
て
い

る
。

②
窓
口
や
電
話
相
談
を
受
け
た

件
数
が
20
件
程
度
、
実
際
に

現
地
を
確
認
し
た
件
数
が
８

件
、
そ
の
う
ち
４
件
が
解
体
に

至
っ
て
い
る
。

　

利
用
件
数
が
少
な
い
場
合
に

は
、
改
め
て
要
件
の
緩
和
や
、

制
度
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

交
流
人
口
の
拡
大
を
問
う

道
の
駅
周
辺
の
賑
わ
い
創
出
と
合
わ
せ
て

誘
客
促
進
を
図
る

生
涯
学
習
課
長

空き家が増加している現状を問う
地域全体で空き家問題に取り組んでいく

稲
岡

　

新
年
度
、
富
来
地
域
に
整
備

を
計
画
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

場
を
聞
く
。

①
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く

り
に
向
け
た
庁
内
組
織
の
進
捗
は
。

②
ア
ー
バ
ン（
都
市
型
）ス
ポ
ー

ツ
を
自
然
豊
か
な
地
域
に
誘
致

す
る
た
め
の
誘
客
施
策
は
。

③
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
・
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
及
び
地
域
経
済

効
果
の
試
算
は
。

④
土
地
購
入
費
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
賃
借
料
、
固
定
資
産

税
及
び
購
入
予
定
価
格
の
妥
当

性
を
問
う
。

町長
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発
行
/
志
賀
町
議
会
　
編
集
/
議
会
広
報
特
別
委
員
会

〒
925-0198　

石
川
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羽
咋
郡
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
1

                     TEL (0767) 32-9270   FA
X (0767) 32-3933  

2020

しかまちＬＩＦＥの申込・議会にお問合せ
などありましたら、ホームページの入力
フォームをご利用下さい。

お

しました

お

聞
きしました 志賀町

と
志賀町の

こ

と
のの

ししかまち
ＬＩＦＥＬＩＦＥ

今回は、今回は、

志賀町に移住された志賀町に移住された

kitto hairkitto hair 西浦西浦　慶太慶太さんさん

にお話しをお聞きしました。にお話しをお聞きしました。

６/６
（火）

本会議
10：00

議案の上程
　（町長が町の近況や議案説明をします。）

６/13
（火）

本会議
10：00

一般質問
　（議員が町政について質問をします。）

６/20
（火）

本会議
14：00

議案の採決
　（議案の可否について決定をします。）

６月定例会本会議の日程(予定)です。傍聴に来ませんか。
発
行
責
任
者

議　
　

長

南　
　

正
紀

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

表
谷　

茂
浩

副
委
員
長

福
田　

晃
悦

委　
　

員

寺
井　
　

強

　
　
　
　
　
　

冨
澤　

軒
康

　
　
　
　
　
　

櫻
井　

俊
一

出身はどちらですか。また志賀町に住んで何年
になりますか。

中能登町出身で、10年になります。

志賀町に移住された理由は何ですか。

妻が出身であったことと、昔、親戚が営んでいた
理髪店をイノベーションし、地域の憩いの場として
復活させたかったことがきっかけです。

お気に入りの場所などありますか。

理髪店は、下甘田地区ですが、安部屋海岸の景色
や雰囲気が気に入り、安部屋地区に住んでいます。
　晴れた空と海、夕日と海、とても落ち着きます。

志賀町に、もっと　こうなったらと思うことは。

屋内スケートボード場が建設予定と聞きます。私もス
ケートボードをやっており、完成が待ちどうしいです。
　地域に、スポーツが気軽にできる広場がほしいです。
　あと、朝、まったりとくつろげるようなカフェなどあ
れば、自然豊かなこの志賀町をもっと満喫できるかと思
います。

なんでもなんでもアピールアピールどうぞ。どうぞ。

編集後記編集後記

　４年ぶりに開催された生涯学習フェア。参加された各教室の皆さんが口を
揃えて、「観客の前で披露できて楽しかった」とおっしゃられていました。
　また、皆さんの顔が生き生きとして見えました。
　生活を豊かにするには、生涯学習活動が非常に大きな効果をもたらすもの
だと感じました。これからは、各地域でもっと活発になっていくことを願い
ます。（表谷）

地域地域にに憩憩いのいの場場をを
世代を超えて、地域の皆さんの憩いの場になれれ
ばと思ってます。気軽に寄ってってください。
TEL：36-1080　　定休日：月曜、第３日曜

西浦さん（右）とスタッフの下出さん

ぎ
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ろ
ば

ぎ
か
い
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ひ
ろ
ば

ぎ
か
い
の
ひ
ろ
ば
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イノベーションされた店舗の待合室。
とてもくつろげる空間でした。
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